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総人口
男
女

世帯数

10,915人（－7）
5,379人（－1）
5,536人（－6）
4,544戸

（各区別人口）平成18年5月末日現在
金武4,760人（ 0）転入 40人
並里2,667人（－ 3）転出 52人
中川 941人（－ 1）出生 12人
伊芸 926人（ 3）死亡 8人
屋嘉1,621人（－ 6）結婚 6件

離婚 2件
（　）内は増減を表す
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▲優勝した諸見里さん

　

金
武
町
出
身
の
諸
見
里
真
知
子

さ
ん
（
県
立
鏡
が
丘
養
護
学
校
二

年
）
が
六
月
十
一
日
に
長
崎
県
で

開
か
れ
た
九
州
身
体
障
害
者
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
大
会
女
子
Ｂ
級
で
見
事

優
勝
し
ま
し
た
。

　

沖
縄
市
内
の
養
護
学
校
中
学
部

の
と
き
に
担
任
か
ら
勧
め
ら
れ
、

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
を
始
め
た
諸
見
里

さ
ん
。
去
年
の
県
高
校
新
人
大
会

の
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会
で
も
身
障

者
と
し
て
初
の
三
位
入
賞
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
今
大
会
で
は
、
自
己
ベ

ス
ト
を
更
新
。「
実
力
を
十
分
に
発

揮
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り

続
け
た
い
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
い

ま
し
た
。

　

諸
見
里
さ
ん
は
、
ま
だ
高
校
二

年
生
。
今
回
の
九
州
大
会
優
勝
・

自
己
ベ
ス
ト
更
新
だ
け
で
な
く
、

全
国
大
会
と
い
う
大
き
な
舞
台
で

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
金
武

町
か
ら
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
が

出
る
の
も
夢
で
は
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

※ 「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
名
称

は
、
半
身
の
不
随(paraplegic)

＋
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク(O

lym
pic)

の
造
語
だ
が
、
半
身
不
随
者
以

外
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た

た
め
、
一
九
八
五
年
か
ら
、
平

行(Parallel)

＋
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

(O
lym
pic)

で
、「
も
う
一
つ
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
解
釈
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

諸見里真知子さん 第31回九州身体障害者アーチェリー選手権優勝



　

金
武
二
区
五
班
（
仲
間
孝
順
班
長
）
は
、
五
月

二
十
七
日
に
さ
く
ら
の
苗
木
植
え
付
け
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

　

平
成
十
三
年
か
ら
始
ま
っ
た
班
の
事
業
で
、
役
場
の

協
力
を
得
な
が
ら
苗
木
の
植
え
付
け
を
二
年
お
き
に
行

い
、
今
年
で
三
度
目
に
な
る
そ
う
で
す
。

　

回
を
重
ね
る
ご
と
に
充
実
し
て
お
り
、
今
春
に
は
さ

く
ら
の
開
花
も
見
ら
れ
た
そ
う
で
す
。「
金
武
町
の
町
花

は
さ
く
ら
。
今
後
も
続
け
て
、
新
た
な
観
光
名
所
に
な

れ
ば
」
と
、
思
い
を
込
め
て
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

ご存知？
金武区のさくら通り

▲ 2区 5班のさくら通り

▲さくらの植え付け作業

▲第 3期生

▲優勝した れ･てぃーだチーム

久
三
ロ
マ
ン
開
講
式

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

れ･

て
ぃ
ー
だ
優
勝

金武町戦没者追悼式

　

當
山
久
三
ロ
マ
ン
第
三
期
生
の

開
講
式
が
六
月
九
日
中
央
公
民

館
中
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
十
五
人
の
小
・
中
・
高
校
生
が

そ
れ
ぞ
れ
目
標
を
述
べ
ま
し
た
。

　

「
今
年
は
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン

チ
ュ
大
会
が
あ
り
、
金
武
町
で
は

シ
マ
ヌ
チ
ュ
大
会
が
あ
る
。
み
ん

な
で
が
ん
ば
っ
て
『
未
来
の
瞳
』

を
ぜ
ひ
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ユ

に
見
て
も
ら
お
う
」
と
演
出
家
の

平
田
大
一
先
生
。
開
講
式
終
了
後
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
励
ん
で
い
ま

し
た
。

　

宜
野
座
高
校
Ｏ
Ｂ
を
中
心
と
し

た
チ
ー
ム
、
れ
・
て
ぃ
ー
だ
（
池

原
哲
也
監
督
）
が
第
五
十
八
回
夏

季
軟
式
野
球
大
会
で
初
優
勝
に
輝

き
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
に
は
、
町
出
身
者
が

多
く
、
子
ど
も
た
ち
に
力
を
つ
け

て
ほ
し
い
と
地
域
の
少
年
野
球

チ
ー
ム
監
督
・
コ
ー
チ
、
中
学
校

野
球
部
の
コ
ー
チ
と
し
て
指
導
・

助
言
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

れ
・
て
ぃ
ー
だ
は
、
九
月
に
滋

賀
県
で
行
わ
れ
る
第
六
十
一
回
全

日
本
軟
式
野
球
大
会
へ
県
代
表
と

し
て
の
派
遣
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

六
月
八
日
、
金
武
町
戦
没
者
追

悼
式
が
芳
魂
の
塔
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

多
く
の
遺
族
の
方
々
が
参
列
す

る
中
、
戦
没
者
に
黙
祷
を
さ
さ
げ

た
あ
と
、
儀
武
町
長
が
式
辞
を
、

金
武
町
遺
族
会
を
代
表
し
て
仲
田

一
夫
会
長
、
松
田
義
政
町
議
会
議

長
各
小
学
校
中
学
校
の
代
表
が
追

悼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

金
武
中
学
校
生
徒
会
長
の
池
原

伶
君
は
「
悲
惨
な
戦
争
を
な
く
し
、

世
界
が
平
和
に
な
る
に
は
、
戦
争

の
恐
ろ
し
さ
を
一
人
ひ
と
り
が
感

じ
取
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
実

際
に
体
験
し
た
人
以
上
に
は
わ
か

ら
な
く
て
も
、
ま
ず
は
少
し
で
も

知
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

人
間
が
最
も
大
切
に
す
る
の
は
命

で
す
。
そ
の
命
を
戦
争
で
簡
単
に

奪
わ
れ
る
の
は
、
決
し
て
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
体
験
し

た
人
た
ち
は
あ
ま
り
に
も
悲
惨
で

思
い
出
す
の
も
嫌
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
多
く
の
犠
牲

の
も
と
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
忘
れ
ず
、
恒
久
平
和
を

願
う
気
持
ち
を
決
し
て
忘
れ
る
こ

と
な
く
一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

平
和
へ
の
思
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
献
花
と
参
列
者
全
員

で
焼
香
を
行
い
戦
没
者
の
御
霊
を

慰
め
ま
し
た
。

▲焼香する参列者
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５
年
男
子

１位 大嶺　智 金武小 56m48

２位 前田　智希 嘉芸小 50m65

３位 崎浜　秀敏 中川小 44m39

６
年
女
子
１位 安富祖千夏 嘉芸小 44m34

大会新記録（ボール投げ）

学年 種目 男子　１位 女子　１位
氏名 学校名 記録 氏名 学校名 記録

１年生 70ｍ 大　城　龍　叶 金武小 14”2 仲　間　百　香 嘉芸小 15”4
前　田　沙　織 金武小 15”4

２年生 100ｍ 平　良　　　輝 中川小 19”2 伊地知　美　妃 金武小 19”2仲　田　尚　徳 金武小 19”2
３年生 100ｍ 神　山　京　土 金武小 17”6 伊　芸　さくら 金武小 17”9
４年生 100ｍ 仲　間　翔太朗 金武小 16”2 又　吉　莉　子 金武小 17”2
５年生 100ｍ 仲　間　一　希 金武小 16”1 宮　城　樹李亜 金武小 17”2
６年生 100ｍ 金　城　由　樹 金武小 15”1 安次富　絵理花 金武小 16”2
４年生 200ｍ 平　川　　　翔 金武小 36”7 照　屋　里　菜 中川小 40”3
５年生 400ｍ 宜野座　優　輝 金武小 77”5 大　城　明　里（200ｍ） 嘉芸小 36”0
６年生 800ｍ 伊　芸　大　樹 金武小 2’51”4 与那嶺　綾　香（400ｍ） 嘉芸小 81”4

４年生 4×100mR
マッハ　Ｖ４

仲間翔太朗・平川翔
城間裕喜・宇久田海貴

金武小 67”8
金武女子ボウエンタイファイターズ

又吉莉子・友利美伊奈
仲田彩乃・ｵﾄﾞﾛﾝ･ﾏﾘｱ･ﾋﾞｱﾄﾘｰｽﾞ

金武小 72”7

５年生 4×100mR
金武ブラックサンダーズ
松堂光紀・宜野座優輝
渡嘉敷如阿太・仲間一希

金武小 65”4
元気モリモリーズ

具志堅有希・宮城樹李亜
金城未和・渡嘉敷有希子

金武小 69”5

６年生 4×100mR
四天王

護得久啓貴・伊芸大樹
金城由樹・仲田ジョシュア

金武小 63”2
チェケラッチョ！！

山城梨奈・安富祖明日実
松田愛美・与那嶺綾香

嘉芸小 69”7

４年生 走幅跳 松　堂　嘉　洋 金武小 3m01
５年生 走幅跳 松　堂　光　紀 金武小 3m48 伊　芸　夏　穂 金武小 2m78
６年生 走幅跳 石　川　　　嵐 金武小 3m59
５年生 ボール投げ 大　嶺　　　智 金武小 56m48 伊　芸　　　澪 嘉芸小 35m84
６年生 ボール投げ 護得久　啓　貴 金武小 48m97 安富祖　千　夏 嘉芸小 44m34

…………………第17回 金武町児童陸上競技大会　成績表１位～３位…………………

▲ボール投げ

▲リレー ▲走り幅跳び

│
第
17
回
金
武
町
陸
上
競
技
大
会
│

　

金
武
町
商
工
会
青

年
部
主
催
「2

0
0
6

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

サ
ッ
カ
ー K

in

か

ら
ド
イ
ツ
へ 

ジ
ー

コ
ジ
ャ
パ
ン 

ど
迫

力
大
画
面
野
外
観

戦
」（
日
本
対
ク
ロ
ア

チ
ア
戦
）
が
六
月

十
八
日
、
金
武
ア
ク

テ
ィ
ブ
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

日
本
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進

出
な
る
か
と
い
う
大
事
な
二
戦
目
。

五
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
大
画
面
の

前
に
、
心
を
ひ
と
つ
に
し
、
金
武

町
か
ら
ド
イ
ツ
へ
声
援
を
送
ろ
う

と
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
町

内
外
か
ら
多
く
の
方
が
応
援
に
駆

け
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　

六
月
三
日
、
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
第
十
七
回
児
童
陸
上
競
技
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
雨
続
き
だ
っ

た
天
気
も
子
ど
も
た
ち
の
願
い
が

届
い
た
の
か
晴
れ
渡
り
、
子
ど
も

た
ち
も
張
り
切
っ
て
協
議
に
参
加

し
て
い
ま
し
た
。

　

一
位
の
選
手
の
皆
さ
ん
は
県
の

児
童
陸
上
競
技
大
会
へ
の
派
遣
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
大
会
新
記
録
が
四
つ

で
て
お
り
、
五
年
生
男
子
ボ
ー
ル

投
げ
で
は
、
一
位
か
ら
三
位
ま
で

が
大
会
新
記
録
、
と
い
う
素
晴
ら

し
い
結
果
が
で
て
い
ま
す
。

自
分
の
記
録
に
挑
戦

大画面で応援

▲５メートルの大画面前で応援する観客
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一般会計歳出目的別の内訳
予算総額 支出済額7,437,190千円 7,022,457千円

（執行率　94.42％）

総 務 費
予算現額　2,416,811千円

（対予算総額32.50％）
支出済額　2,359,293千円

（執行率97.62％）

予算決算事務･財産管理･企画費･国際交
流費･基地渉外費･軍用地跡地利用計画
作成･交通安全･広報発行･徴税･戸籍･選
挙･統計･監査･人事等に使われます。 

民 生 費
予算現額　1,172,321千円

（対予算総額15.76％）
支出済額　1,156,786千円

（執行率98.67％）

社会福祉･身体障害者･高齢者･児
童福祉･生活保護に係る経費や金
武町総合保健福祉センター･町立
保育所の運営等に使われます。 

衛 生 費
予算現額　537,149千円

（対予算総額7.22％）
支出済額　532,812千円

（執行率99.19％）

住民検診・予防接種・ごみの収
集・ハブ対策・狂犬病予防・赤
土流出対策・火葬場の管理等に
使われます。

農 林 水 産 費
予算現額　746,909千円

（対予算総額10.04％）
支出済額　669,099千円

（執行率89.58％）

農業・畜産業・漁業・林業・商

工業の振興に使われます。

土 木 費
予算現額　686,575千円

（対予算総額9.23％）
支出済額　452,931千円

（執行率65.97％）

主に道路・橋・街灯・公園・河
川・公営住宅などの工事等に使
われます。

消 防 費
予算現額　201,786千円

（対予算総額2.72％）
支出済額　201,786千円

（執行率100％）

金武地区消防の運営に

使われます。

教 育 費
予算現額　762,128千円

（対予算総額10.25％）
支出済額　741,150千円

（執行率97.25％）

幼稚園･小学校･中学校に係る学校教育や町立
中央公民館･町立図書館･町営プール･町立武
道館･町立体育館･町営グラウンドの管理運営
等、社会教育に係る経費に使われます。 

そ の 他
予算現額　913,511千円

（対予算総額12.28％）
支出済額　909,600千円

（執行率99.57％）

議会運営費・労働費・災害復旧・
公債費(借入金の返済)等に使
われます。

　金武町では、町の財政がどのように運営さ

れているかを町民の皆様にご理解していただ

く為、歳入歳出予算の執行状況等を表やグラ

フにまとめ年２回公表しております。

 この財政状況が町の財政をご理解いただく一

助となれば幸いです

町の人口（平成18年3月末日現在）
人　口 10,797人

男 5,303人

女 5,494人

世帯数 4,413世帯

面積（平成17年10月1日現在） 37.84㎞2

［単位：千円］
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一人当り
81,788円

一人当り
688,820円

固定資産税
53,071円
（64.89％）

総務費
223,841円
（32.50％）

民生費
108,578円
（15.76％）

農林水産費
69,178円
（10.04％）

土木費
63,589円
（9.23％）

消防費
18,689円
（2.72％）

その他
84,608円
（12.28％）

教育費
70,587円
（10.25％）

衛生費
49,750円
（7.22％）

町民税
22,248円
（27.20％）

町たばこ税
4,631円
（5.66％）

軽自動車税
1,838円
（2.25％）

財政状況公表（平成17年度下半期）
一般会計歳入

区　　　分 予 算 現 額 構成比 備　　　考

町 税 883,069千円 11.87％ 町民税･固定資産税･軽自動車税等、町民が納める税金

国有提供施設等所在市町村助成交付金 174,898千円 2.35％ 米軍等に使用させている国有資産に応じて国が
基地所在市町村に交付するお金

施 設 所 在 市 町 村 調 整 交 付 金 277,969千円 3.74％ 提供施設内の米軍資産に応じて国が基地所在市町村に
交付するお金

地 方 交 付 税 1,889,846千円 25.41％ 国税のうち所得税、法人税、酒税、消費税、たばこ税を
一定の割合･基準で国が地方公共団体へ交付するお金

国 ・ 県 支 出 金 1,260,313千円 16.95％ 事業などを行うときに国や県から入ってくるお金

町 債 214,200千円 2.88％ 町が資金調達の為に負担する債務（借入金）

そ の 他 2,736,895千円 36.80％ 使用料･手数料･財産収入･諸収入等

計 7,437,190千円 100.00％

各会計の予算執行状況
会計名 予算総額 収入総額 執行率 支出済額 執行率

一 般 会 計 7,980,031千円 7,356,193千円 92.18％ 7,362,731千円 92.26％
国民健康保険事業 1,590,674千円 1,566,313千円 98.47％ 1,543,108千円 97.01％
老 人 保 険 事 業 1,036,023千円 1,041,186千円 100.50％ 1,006,612千円 97.16％
有線放送電話事業 33,477千円 33,585千円 100.32％ 30,209千円 90.24％

町民一人当りの町税負担額

町税の徴収状況（平成18年5月末日現在）
徴収すべき額 収入済額 徴収率

本年度分課税 1,094,988千円 859,976千円 78.54％

町の借入金（平成18年5月末日現在）
借入金現在高 4,417,345千円

本年度分課税 町民一人当たりの借入金 409千円

土地
18,117,680.68㎡

建物
81,545.67㎡

基金
3,750,924千円

有価証券
12,632千円

町有財産の状況

町民一人当りの歳出予算額
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私
た
ち
の
住
所
や
事
業
所
の

所
在
地
の
表
示
は
、
土
地
の
地

番
を
そ
の
ま
ま
住
所
・
所
在
地

の
表
示
と
し
て
、（
例
）「
金
武
町

字
金
武
○
○
番
地
」
と
し
て
使

用
し
て
い
ま
す
。

　

土
地
の
地
番
は
も
と
も
と
明

治
の
初
め
に
土
地
の
特
定
、
主

に
徴
税
の
目
的
で
土
地
に
付
け

ら
れ
た
「
土
地
の
番
号
」
で

す
。
そ
の
歴
史
の
中
で
、
不
動

産
の
登
記
制
度
の
導
入
や
戸
籍

制
度
の
改
革
に
よ
り
「
番
地
」

と
し
て
使
わ
れ
た
も
の
が
現
在

の
住
所
の
表
示
と
な
っ
て
い

て
、
も
と
も
と
住
所
・
所
在
の

表
示
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

も
そ
も
「
土
地
の
番
号
」
で
あ

る
地
番
が
そ
の
本
来
の
目
的
で

あ
る
「
土
地
の
番
号
」
の
性
格

を
こ
え
て
住
所
を
表
示
す
る
目

的
に
転
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
地
番
そ
の
も
の
が
、
売
買

等
に
よ
り
分
筆
・
合
筆
等
を
繰

り
返
し
複
雑
（
枝
番
号
、
欠
番

号
、
飛
び
番
号
）
と
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
、
地
番
区
域
が
広
す

ぎ
る
と
こ
ろ
及
び
地
番
が
順
序

に
並
ん
で
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
、

住
居
の
表
示
が
わ
か
り
に
く
い

も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
状
態

を
解
消
、
わ
か
り
や
す
く
住
み

よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
昭

和
三
十
七
年
に
制
定
さ
れ
た
の

が
「
住
居
表
示
に
関
す
る
法
律
」

で
す
。

　

住
居
表
示
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
い
て
、
地
番
と
は
関
係
の

な
い
別
の
番
号
を
一
定
の
方
式

に
よ
り
順
序
よ
く
番
号
を
つ
け
、

そ
の
番
号
を
用
い
て
住
所
と
し

て
い
る
も
の
で
、
こ
の
表
示
方

法
の
こ
と
を
「
住
居
表
示
」
と

い
い
ま
す
。
県
内
で
は
、
那
覇

市
、
名
護
市
、
う
る
ま
市
、
嘉

手
納
町
な
ど
で
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

次
回
は
、「
住
居
表
示
制
度
」

に
つ
い
て
、
よ
り
詳
し
い
内
容

を
掲
載
予
定
で
す
。

　

三
月
に
行
わ
れ
た
金
武
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
第
四
次
金
武
町
総
合
計
画
基

本
構
想
が
決
議
さ
れ
、
平
成
十
八
年
度
を
初
年
度
と
す
る
同
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
前
期
基
本
計
画
に
お
い
て
「
住
居
表
示
の
見
直
し
検
討
（
検
討
地

域
：
字
金
武
）」
の
施
策
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
本
格
的
な
見
直

し
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
住
居
表
示
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
町
民
生
活
又
は
事
業
活
動
に
直
接
関
係
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
次
年
度
か
ら
の

見
直
し
検
討
を
前
に
今
年
度
は
町
民
の
皆
様
へ「
住
居
表
示
制
度
」に
関
す
る
情
報
を

提
供
し
共
有
し
な
が
ら
、
或
い
は
意
見
や
質
問（
現
段
階
で
わ
か
る
範
囲
）を
受
け
な

が
ら
、
同
制
度
に
関
す
る
情
報
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

住
居
表
示
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

●住居表示制度に関するお問合わせ●
　金武町役場 企画課
　TEL 968－6262　FAX 968－6270
　メール kikaku@town.kin.okinawa.jp

　募金は人命救助に必要な技能訓練や救助に必要な救難資機材の整
備に活用されています。
　皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

期　間：７月１日～８月３１日
募金先：（社）琉球水難救済会
　　　　沖縄銀行高橋支店　普通預金　１５２６３２９
問合せ：（社）琉球水難救済会　TEL８６８－５９４０

「青い羽募金」へのご協力をお願いします

　地上デジタル放送は、2003年12月1日から関東、中京及び近畿
の一部において開始され、2006年末までには、全ての都道府県庁
所在地にて開始されることとなっています。現行の地上アナログテ
レビ放送は、地上デジタル放送への移行に伴い、2011年7月24日
までに終了します。
　地上デジタルテレビ放送を視聴するには、次の方法があります。
　①地上デジタル放送対応のテレビに買い換える
　②地上デジタルチューナーを買い足す
　③地上デジタル放送対応済みのケーブルテレビで視聴する
　詳しくは下記へお問い合わせ願います。
問い合わせ先
・ 受 信 相 談／総務省地上デジタルテレビジョン放送受信センター
　　　　　　　電話　０５７０－０７－０１０１
・ 視聴エリア／（社）地上デジタル放送推進協会
　　　　　　　ホームページ　http://www.d-pa.org

地上デジタルテレビ放送への完全移行へのお知らせ

試験日時：平成18年8月27日（日）午前10時開始
試験の種類：甲種（特類、第1～第5類）、乙類（第1～第7類）
試験会場：沖縄国際大学･宮古工業高等学校･八重山農林高等学校
受験願書受付期間：平成18年7月18日（火）～7月24日（月）
受験案内書配布先：各消防本部、宮古支庁総務観光振興課
　　　　　　　　　消防試験研究センター
受験受付方法：受験願書を試験研究センターへ郵送又は直接窓口へ持参

☆お問合せ先：（財）消防試験研究センター沖縄県支部
　　　　　　　〒900-0029　那覇市旭町116-30　自治会館５階
TEL098-867-5532  ホームページ：http://www.shoubo-shiken.or.jp

消防設備士試験

●労災の年金、介護、生活問題、心配ごと。
●仕事の疲れからくる健康・精神的悩みなど「過労死」等の相談に
もご利用ください。

日　　時：毎日（土・日・祝祭日を除く）午前９時～午後５時
場　　所：（財）労災年金福祉協会　沖縄労災年金相談所
　　　　　　　　那覇市松山1-32-7　郵政福祉那覇久米ビル４階
相談方法：来所、電話、文書等により相談をお受けします。
　　　　　　　　電話　０９８－８６９－１３２８

労災保険のこと、お気軽にご相談ください！

「
住
居
表
示（
住
所
の
表
示
）制
度
」に
つ
い
て
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平成18年（2006年）7月号 6



保健師
だより

事業者募集「北部地域地場産業活性化支援事業」
　北部地域の地場産業の発展・振興を促進するため、事業者に必要
な資金を補助することにより、対象事業の円滑な推進を図ることを
目的としております。
○対象事業：①新商品開発事業　②販路開拓事業
○募集期間：平成18年7月18日から8月4日まで
○応 募 先：金武町役場企画課企画係
　なお、詳しい内容についてはホームページ（金武町か北部広域市
町村圏事務組合）をご覧になるか電話でお問い合わせください。
【問合せ先】
○北部広域市町村圏事務組合　広域振興係
　電話番号　0980-52-7049  FAX 0980-54-1619
　ホームページ　http://www.yanbaru-oki.jp/home.html
○金武町役場企画課　企画係
　電話番号　968-6262 　FAX　968-6270
　ホームページ　http://www.town.kin.okinawa.jp/site/view/index.jsp

北部広域市町村圏事務組合からのお知らせ
　厚生労働省では、様々な要因により、働く自信をなくした若者に
対して、合宿形式による集団生活の中での労働体験を通じて、働く
ことについての自信と意欲を付与することにより、就労等へと導く
「若者自立塾」事業を平成17年度から実施しています。
　県内では、社団法人沖縄産業開発青年協会並びに社団法人日本青
少年育成協会沖縄支部の２団体が本事業を受諾しており、修了生は、
就職、進学及び復学等に取り組むなど着実な成果を上げています。
　今回、新たに塾生を募集しますので、お知らせします。
１　社団法人沖縄産業開発青年協会
　　国頭郡東村字平良380-1　Tel　0980-43-2118
　　実施期間　第１回　平成18年6月1日から平成18年8月31日
　　　　　　　第２回　平成18年10月2日から平成18年12月27日
　　　　　　　第３回　平成19年１月５日から平成19年３月29日
２　社団法人日本青少年育成協会
　　沖縄市高原7-34-29　　　Tel　090-9783-7400
　　実施期間　第4期生　平成18年8月7日から平成18年11月6日
　　　　　　　体験入塾　平成18年8月3日から同5日
※１　募集対象は16歳から35歳の未婚者で、過去１年以上就労、

就学、求職活動をしていない方
※２　詳細については各団体へ直接お問い合わせください。

若者自立塾塾生募集

　求職者の皆さんを対象として早期就職の促進を図るために、雇用
に結びつく職業訓練を実施致します。

◇募集期間　６月19日～７月７日
◇対 象 者　（一般）①雇用保険受給資格者及び一般求職者
　　　　　　（若年）②概ね35歳以下で①の者
◇コース名　介護サービス科　
　　　　　　定員・期間（一般）20名　８月３日～10月30日
　　　　　　情報ビジネス科
　　　　　　　　　　　（一般）12名　８月３日～10月30日
　　　　　　　　　　　（若年）12名　８月１日～12月22日
◇訓練実施場所　独立行政法人雇用・能力開発機構

問い合わせ先　沖縄北部雇用能力総合センター
　　　　　　　名護市豊原２２４番地３号
　　　　　　　（マルチメディア館隣り）
　　　　　　　電話　０９８０（５５）２６０５

就業支援のための職業訓練生募集

　平成19年度並里・金武地区農業集落排水事業（下水道整備）採択
に向けて、同意書の配布・回収を行ってきましたが、現在の同意状
況は以下のとおりであります。本事業を採択させるには、できるだ
け多くの方々の協力による同意が必要不可欠となっております。ま
だ提出されてない方は、金武町役場産業振興課、または各区事務所
へ提出していただきますようよろしくお願いします。
同意状況（平成18年6月14日現在）

並里・金武地区農業集落排水事業同意について（協力願い）

並里区計 金武区計
世帯数 同意数 同意率 世帯数 同意数 同意率
1,021 838 82.1％ 1,791 674 37.6％

並里･金武区計
世帯数 同意数 同意率
2,812 1,512 53.8％

　

み
な
さ
ん
、
住
民
健
診
や
人
間

ド
ッ
ク
、
又
は
職
場
健
診
を
受
診
し

て
ま
す
か
？
さ
て
、
こ
の
健
診
、
大

切
な
の
は
そ
の
健
診
結
果
を
ど
う
活

用
し
て
い
く
か
で
す
。

　

健
診
結
果
は
、概
ね
①
要
治
療
（
治

療
が
必
要
）
②
要
精
密
検
査
（
詳
し

い
検
査
が
必
要
）
③
要
指
導
（
軽
度

異
常
。
生
活
習
慣
の
改
善
を
）
④
経

過
観
察
（
変
化
が
な
い
か
注
意
）
⑤

異
常
な
し
（
結
果
良
好
）
の
五
つ
に

分
か
れ
ま
す
。
①
②
は
、
医
師
の
指

示
を
確
認
。
③
④
は
、
そ
の
ま
ま
で

は
生
活
習
慣
病
の
可
能
性
あ
り
。
生

活
改
善
を
図
り
ま
す
。
⑤
は
、
そ
の

ま
ま
の
生
活
を
続
け
ま
す
。
大
切

な
の
は
、
①
②
は
、
必
ず
病
院
受
診
。

③
④
は
、
病
気
の
前
に
予
防
と
し
て

生
活
の
見
直
し
を
行
う
と
言
う
こ
と
。

　

健
診
の
基
本
は
、
身
体
の
異
常
や

病
気
の
発
見
と
同
時
に
病
気
の
徴
候

を
発
見
す
る
こ
と
。
つ
ま
り
早
期
発

見
と
予
防
が
目
的
。
し
か
し
、
健
診

を
受
診
し
て
最
も
勘
違
い
が
多
い
の

は
、
予
防
に
関
し
て
。「
ま
だ
病
気

じ
ゃ
な
い
か
ら
…
」
で
は
な
く
、
病

気
の
前
に
身
体
の
変
化
を
見
つ
け
て

改
善
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

健
診
を
受
診
す
る
だ
け
で
は
、
病

気
も
治
ら
な
い
し
何
の
効
果
も
あ
り

ま
せ
ん
。
大
切
な
の
は
、
そ
の
結
果

を
基
に
何
が
必
要
か
を
確
認
し
、
そ

れ
を
実
行
す
る
こ
と
。

  

最
近
の
発
表
で
、
沖
縄
県
は
「
最

も
肥
満
の
多
い
県
」
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
肥
満
を
基
に
し
た
生
活
習

慣
病
の
予
備
軍
が
多
い
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。
毎
日
の
生
活
は
、
食
べ
過

ぎ
や
飲
み
過
ぎ
？
運
動
不
足
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？
ま
ず
は
、
生
活
の

中
に
運
動
（
体
を
動
か
す
機
会
）
を

取
り
入
れ
、
食
習
慣
の
見
直
し
を
し

て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

健
診
は
、
身
体
と
生
活
習
慣
の
見

直
し
を
す
る
チ
ャ
ン
ス
。
年
に
一
度

は
、
健
診
を
受
診
し
、
し
っ
か
り
と

健
診
結
果
と
向
き
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

医
療
費
を
他
県
と
比
較
す
る
と
、

沖
縄
県
は
、
外
来
（
通
院
）
医
療
費

の
割
合
は
低
く
、
入
院
医
療
費
の
割

合
が
高
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、せ
っ

か
く
健
診
で
異
常
が
見
つ
か
っ
て
も
、

又
は
体
の
調
子
が
悪
く
て
も
「
大
丈

夫
さ
〜
」
？
と
病
院
の
受
診
を
し
な

い
傾
向
が
あ
る
か
ら
と
言
わ
れ
て
ま

す
。
重
症
化
し
て
か
ら
の
通
院
は
、

治
療
を
長
引
か
せ
る
だ
け
。
病
気
の

治
療
も
そ
の
予
防
も
早
め
が
効
果
的
。

先
延
ば
し
は
、
自
分
の
身
体
と
お
金

に
負
担
を
か
け
る
だ
け
で
す
。
身
体

や
健
診
結
果
の
異
常
は
、
早
め
に
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

健
診
で
何
を
確
認
？

沖
縄
の
人
は
我
慢
強
い
⁇

お問い合わせ
金武町役場　産業振興課　968-2645
金武区事務所　　　　　　968-2108
並里区事務所　　　　　　968-2102
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サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が

開
幕
し
、
世
の
中
は
サ
ッ
カ
ー
一

色
に
染
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
新
開
地
に
あ
る
ア
ク

テ
ィ
ブ
パ
ー
ク
で
サ
ッ
カ
ー
の
日

本
戦
の
応
援
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
、
取
材
（
応
援
？
）
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。「
ど
迫
力
」
と
い
う
だ

け
あ
り
、
県
内
で
も
こ
れ
ほ
ど
の

画
面
で
の
応
援
イ
ベ
ン
ト
は
な
か

な
か
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
雨
の
中
、

観
客
も
多
く
夜
の
イ
ベ
ン
ト
に

も
か
か
わ
ら
ず
町
外
か
ら
も
駆

け
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　

若
い
青
年
た
ち
が
、
今
回
の
応

援
イ
ベ
ン
ト
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

の
催
し
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
が
ん

ば
っ
て
い
る
の
を
、
取
材
を
し
て

い
て
目
の
当
た
り
に
し
ま
す
。
仕

事
を
終
え
て
、
準
備
に
取
り
掛

か
り
、
皆
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
を
見
る

と
、
熱
い
も
の
が
込
み
上
げ
て
き

ま
す
。

　

金
武
町
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん

で
、
子
ど
も
か
ら
一
般
、
障
害
者

ま
で
よ
い
成
績
を
納
め
る
と
い
う

高
い
身
体
能
力
を
持
っ
て
い
ま
す

が
、
体
育
的
面
だ
け
で
な
く
文
化

面
も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
の
を
感

じ
ま
す 

。

　

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
催
し

が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
手
作
り

の
イ
ベ
ン
ト
に
み
な
さ
ん
も
足
を

運
ん
で
何
か
を
感
じ
取
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

カ
ル
テ
ッ
ト
・
ス
ピ
リ
タ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　

六
月
十
一
日
に
金
武
町
中
央

公
民
館
で
、
カ
ル
テ
ッ
ト
ス
ピ

リ

タ

ス

に

よ

る
「S

P
R
IT
 o
f 

S
ax
o
p
h
o
n
es 

厚
い
・
暑
い
・
熱

い
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

金
武
町
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
今

年
で
二
回
目
と
な
り
ま
す
が
、
本

格
的
な
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
は
も
ち
ろ

ん
、
沖
縄
民
謡
、
荒
川
静
香
選
手

が
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
時
に
使

用
し
た
「
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
」

の
曲
で
は
、
上
体
を
後
ろ
に
大
き

く
反
ら
し
て
滑
る
独
特
の
「
イ
ナ

バ
ウ
ア
ー
」
を
真
似
な
が
ら
の
演

奏
。
ク
ラ
ッ
シ
ク
の
コ
ン
サ
ー
ト

で
は
見
る
こ
と

の
な
い
、
曲
と

と
も
に
風
船
が

降
る
と
い
う
演

出
な
ど
、
会
場

は
歓
声
に
包
ま

れ
観
客
を
魅
了

し
て
い
ま
し
た
。

　アフリカ南部のジンバブエでＪＩＣＡ（ジャイカ）青年

海外協力隊として子どもたちに音楽を教えていた、金武

町出身の照喜名渉子さんがジンバブエと沖縄の架け橋にな

り、実現したツアーです。

　めったに聞くことのできないアフリカの音楽を聞いて楽

しんでみませんか。

日　時：平成18年7月13日（木）開場6：30　開演7：00
場　所：金武町中央公民館大ホール
入場料：大人￥1,000　学生￥500（当日200円増）
主　催：沖縄県青年海外協力協会

アフリカ　ジンバブエミュージック

ジャナグルツアー2006　～明るい月～
トークショー＆ライブ

　男子バレーボール部が24年ぶりの優

勝、女子ソフトテニス部が２連覇という快

挙を成し遂げました。

　以下の部活動が県大会への派遣が決まっ

ています。

～がんばれ中学生～
第31回

国頭地区中体連夏季総合体育大会

男子バレーボール部 優　勝
女子ソフトテニス部 団体優勝（２連覇）
男子バスケット部 ３　位
女子バレーボール部 ３　位
野球部   ３　位
柔道部（地区大会予選なし）

地区大会結果
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